
 

基本計画 

基本目標Ⅰ 

 女性活躍の推進とワーク・ライフ・バランスの実現 
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基本目標Ⅰ 

－現状と課題－   
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－施策の方向・展開－ 
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－目標指標－ 
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－事業－ 
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－現状と課題－ 

 

育児や介護をする人の負担軽減を行う

男女ともにライフスタイルやライフステージに応じて
柔軟な働き方を選択できる環境を整備する

家事・育児との両立が難しい

子どもを預ける施設の数やサービスが不足している

職場での昇進・昇給や、教育制度に
男女の不公平な取り扱いがある

配偶者もしくはパートナーの理解や意識が不足している

高齢者や障害者の介護がある

育児・介護休業制度などを利用しにくい

家族の理解や協力が得にくい

働くことにメリットが感じられない

配偶者もしくはパートナーの転勤がある

職場に結婚・出産退職の慣行がある
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「家庭生活」と「個人の時間」を優先したい

「個人の時間」を優先したい

「仕事」、「家庭生活」、「個人の時間」
すべてを優先したい

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「家庭生活」と「個人の時間」を優先している
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－施策の方向・展開－ 
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－目標指標－ 
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－事業－ 
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－現状と課題－ 

 

一時預かり等の保育サービスの充実を図る

高齢者・障害者等を家庭で介護する人の
負担を軽減するための情報提供等を行う

男女とも仕事と生活を両立できるようにするため、
企業、事業所に対して環境整備を働きかける

地域全体で子育て支援に取り組めるよう
仕組みづくりを進める



15 

 



16 

－施策の方向・展開－ 

 



17 
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－目標指標－ 
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－事業－ 
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